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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:1D-ミオイノシトール 1,3,4,5-テトラキスリン酸 + H(2)O = 1D-ミオイノシトール 1,3,4-トリスリン酸 + リン酸。,触媒活性:D-ミオイノシトール 1,4,5-トリスリン酸 + H(2)O = ミオイノシトール 1,4-ビスリン酸 + リン酸。,ドメイン:5 つの Arg-Ser-Xaa-Ser-Xaa-Xaa (RSXSXX) モチーフは、14-3-3 タンパク質の結合部位を構成する可能性があります。,機能:イノシトール 5-ホスファターゼは、イノシトール 1,4,5-トリスリン酸をイノシトール 1,4-ビスリン酸に変換します。また、in vitro でホスファチジルイノシトール 4,5-ビスリン酸をホスファチジルイノシトール 4-リン酸に、イノシトール 1,3,4,5-テトラキスリン酸をイノシトール 1,3,4-トリスリン酸に変換します。膜ラッフルに存在するイノシトールおよびホスファチジルイノシトールポリリン酸結合タンパク質の機能調節に関与している可能性がある。,PTM:Ser/Thr残基がリン酸化されている。,類似性:イノシトール-1,4,5-トリスリン酸5-ホスファターゼII型ファミリーに属する。,細胞内局在:主に膜ラッフルに局在する。,触媒活性:1D-ミオ-イノシトール1,3,4,5-テトラキスリン酸 + H(2)O = 1D-ミオ-イノシトール1,3,4-トリスリン酸 + リン酸。,触媒活性:D-ミオ-イノシトール1,4,5-トリスリン酸 + H(2)O = ミオ-イノシトール1,4-ビスリン酸 + リン酸。,ドメイン:5 Arg-Ser-Xaa-Ser-Xaa-Xaa (RSXSXX) モチーフは、14-3-3 タンパク質の結合部位を構成する可能性がある。,機能：イノシトール 5-ホスファターゼは、イノシトール 1,4,5-トリスリン酸をイノシトール 1,4-ビスリン酸に変換する。また、in vitro でホスファチジルイノシトール 4,5-ビスリン酸をホスファチジルイノシトール 4-リン酸に、イノシトール 1,3,4,5-テトラキスリン酸をイノシトール 1,3,4-トリスリン酸に変換する。膜ラッフルに存在するイノシトールおよびホスファチジルイノシトールポリリン酸結合タンパク質の機能の調節に関与している可能性がある。,PTM:Ser/Thr残基がリン酸化される。,類似性:イノシトール-1,4,5-トリスリン酸5-ホスファターゼII型ファミリーに属する。,細胞内局在:主に膜ラッフルに局在する。,
	研究分野
	イノシトールリン酸代謝;ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

